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事務局ニュース09-NO.６ 2009．11．27 埼玉県学童保育連絡協議会
〒 330-0854 さいたま市大宮区桜木町４－１００５

℡048-644-1571 FAX 048-644-1572

http://www.geocities.jp/saitama＿gakudou/ Ｅメール gakudoust@yahoo.co.jp

【郵便振替】00160-7-93727 埼玉県学童保育連絡協議会

①「放課後児童クラブ設置促進事業費」の活用を急ぎましょう！

②「埼玉県子育て応援行動計画（後期計画）案」に対する県民コメン

ト・意見募集へ多数意見（11月24日～12月23日）を寄せて下さい！

■ 報 告 事 項 (^_^)v

１，埼玉県の動き

（１）「平成21年度放課後児童指導員研修会（第37回学童保育指導員学校）」開催

埼玉県・さいたま市・埼玉県学童保育連絡協議会共催 11月８日（日） 於埼玉県立大学

参加者 事前申し込み907人、当日36人、合計61市町村943人（※昨年度959人）

全体講義 野井真吾氏（埼玉大学准教授）「からだの“おかしさ”を科学する」。午後は18分科会。

（２）「第４回県次世代育成支援対策後期行動計画策定協議会」開催 11月18日（水）

於さいたま共済会館 「埼玉県子育て応援行動計画（後期計画）案」をまとめました。

（３）「第２回学校・家庭・地域連携推進委員会」開催

11月６日（金）於埼玉県県民健康センター

「学校応援団と放課後子ども教室の融合のためのモデル校委嘱について（案）」が提示されました

（４）県議会 共産党県委員会・県議団・国会議員団「2010年度予算要望に向けた懇談会」へ出席

10月20日（火） 於埼玉県議会４階

２，国の動き

（１）厚生労働省「平成21年５月1日現在 放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）

の実施状況について」を発表 10月28日、集計結果を都道府県へ通知

http://www.mhlw.go.jp/houdou/2009/10/h1028-2.html

都道府県への送り状の中で、「大規模クラブの解消に向けて」最後まで努力を、「利用できなかった

児童数の把握と解消」「ガイドラインの周知」と「運営の質の向上」等を依頼しています。
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３，県連協の運動・とりくみ

（１）「障害児学童保育ブロックと県との話し合い」開催 10月30日（金）於埼玉教育会館

（２）「2010年度予算等についての県福祉部・教育局との話し合い」開催

11月12日（木） 於さいたま共済会館 ※詳しい内容は追って全世帯ニュースでお知らせします。

（３）所沢おおぞら特別支援学校での障害児学童保育づくり

11月17日 つくる会幹事会開催 12月７日 第２回つくる会を開催予定

（４）第11回学童保育指導員労働問題基礎講座 11月25日（水）於浦和コミュニティセンター

【テーマ】「学童保育指導員のチームワークを考える」講師＝近藤幹生氏（白梅学園短期大学准教授）

参加29市町186人（※昨年＝24市町151人）

４，全国学童保育連絡協議会等の動き

（１）新政権に対して要望行動を進めています

新政権は現在、現行の「児童手当」を廃止して「子ども手当」創設を含めた予算編成を進めてい

ます。学童保育の補助金は児童手当の特別会計から出されていたことから、厚生労働大臣等へな予

算確保を要望しています。12月４日には、厚生労働省や政党などへの全国要請行動も行われます。

（２）「第44回全国学童保育研究集会・滋賀集会」開催

10月24日（土）・25日（日） 於滋賀県立体育館、立命館大学びわこ・くさつキャンパス

全国から4,619人（※目標4,500人）、埼玉から235人（※目標300人）の参加がありました。

（３）「2009年度全国連協総会」開催 10月23日（金） 於大津市

会長に山本博美さん（草加市指導員）が再選されました。また、副会長として埼玉から片山恵子さ

ん（さいたま市指導員）、河野伸枝さん（飯能市指導員）が再選されました。

（４）来年の「全国指導員学校北関東会場」は埼玉開催です

埼玉県連協が事務局県となります。６月13日・20日・27日のいずれかの日程で、埼玉県立大学に

て開催される予定です。

（５）「北関東交流会」開催 11月28（土）・29（日） 於安中市 学習の森

学習会「学童保育制度の今後のあり方と私たちの運動の課題を考える～社会保障審議会・少子化対

策特別部会の動き中心に」。また、各自治体の動きや連協等の運動についても交流します。

県連協からお知らせ・お願い (^O^)

１．「放課後児童クラブ設置促進事業費」等の活用を急ぎましょう！
県は、11月16日付けで市町村へ「埼玉県地域子育て創生事業補助金交付要綱」を送っています（▲

別紙ﾗｲﾄﾋﾟﾝｸ）。10月19日開催の「平成21年度第２回市町村児童福祉主管課長会議」で市町村に説

明した「放課後児童クラブ設置促進事業費」、「特別支援学校放課後児童クラブ安全対策事業費」等に
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ついての正式な要綱です。個々の事業費についての説明は、10月22日付け『事務局ニュース09-№

5臨時号』に添付した課長会議の資料の通りです。

この要綱にもとづいて県は、市町村から12月中に申請を受け付けます。「設置促進事業費」は、既

存施設を使って新増設する場合に活用できます。「安全対策事業費」は、障害児学童保育の修繕や設備

備品の購入費として活用できます。それぞれ1,000万円、100万円の上限額までは全額国庫補助です

（市町村の負担はゼロです）。市町村と一緒に活用方法を考えて、至急、県へ申請しましょう。

２．子育て応援行動計画（後期計画）案に対してすべての連協・クラ

ブ・指導員会等から意見（11月24日～12月23日）を寄せましょう！
11月24日、県は同計画案を県庁ＨＰに掲載し、12月23日まで県民コメント・意見募集を行って

います。全文は以下で見ることができます。

http://www.pref.saitama.lg.jp/A03/BI00/kosodate/koukikeikaku/plan_kennminn.html

学童保育（放課後児童クラブ）の部分は、以下の通りです。

これまで県庁が明らかにしてきた「たたき台」から以下のような修正がされています（新規は下線、

見え消しは削除）。県庁ＨＰには下線等はありません。

（4）放課後児童クラブの充実

○すべての小学校区においての入所を希望する児童を受け入れることができるよう、市町村のニーズを踏ま

え、体制整備を進めます。

放課後児童クラブの設置 （平成21年度見込み）904か所 →（平成26年度）1,038ヶ所

○定員が71名以上の「大規模クラブ」の解消を目指すとともに、「放課後児童クラブ運営基準」に沿った運

営を実現するため、定期的に各クラブの運営基準の遵守状況を確認します。その上で、特に改善が必要な事

項については、事業の実施主体である市町村に対して指導を行い放課後における児童の生活環境の向上を図

ります。

○放課後児童クラブへの入所を希望する障害児の受入を進めます。

○特別支援学校等に通学する児童の健全育成を図るため、特別支援学校等の児童で放課後児童クラブへの入

所を希望するすべての児童を受け入れられるよう、体制整備を進めます。

○放課後や週末等に小学校の余裕教室等を活用して、安全・安心な子どもの活動拠点（居場所）を設け、地

域の方々の参画を得て、子どもたちと共に勉強やスポーツ、文化活動、地域住民との交流活動等の機会を支

援します。

○放課後児童クラブ指導員の質の向上を図るため、指導員を対象にした様々な研修を実施します。

○放課後児童クラブ指導員について適切な人材の確保を図るため、指導員の処遇改善のための措置を講じる

よう国に要望します。

○元気な高齢者など地域の方々の協力を得て、異世代間交流の機会を設けるなど、放課後児童クラブの活性

化を図ります。

今後５カ年に渡る重要な計画となります。学童保育関係者の声で現場に役立つものに書き換えてい

きましょう。県連協としても意見を届けますが、すべてのクラブから意見を寄せるようお願いします。

□記載事項 個人＝住所、氏名、電話番号、御意見
法人・団体＝主たる事務所の所在地、名称、代表者の氏名、御意見

□提出方法 様式は自由です。
郵便、ファクシミリ、電子メールのいずれかの方法で提出してください。
〒330-9301 さいたま市浦和区高砂３－１５－１ 埼玉県福祉部少子政策課総務・少子政策担当

ＦＡＸ番号 ０４８－８３０－４７８４ E-mail a3320-04@pref.saitama.lg.jp
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３．来年度県予算要望に関わるとりくみのお願い
（１）知事への陳情署名と国会請願署名 手元にある署名を至急送って下さい！

県少子政策課は、私たちの署名を知事ないし副知事に届け面談する場を設定するべく、現在努力中

です。12月中の可能性が高いですので、署名を間に合うように送って下さい。追加も可能ですが、で

きるだけじかにお渡ししたいので、手元にある署名は至急、県連協事務局まで送って下さい。

（２）地元選出の県議会議員、国会議員さんと懇談しましょう！

草加市学童保育の会は12月20日、「子育てシンポジウム」を開催し、細川律夫衆議院議員（厚生労

働副大臣）と木下博信市長が参加します。新政権になって以降、議員の方たちは、「国民目線」に大変

敏感になっています。この機会に、地域の県議や国会議員との懇談の場を設けてください。国会議員

の方とセットできれば、可能な限り県連協からも同席させていただきますので、ご連絡下さい。

４．県連協 当面の予定
（１）「第３回代表委員会」を開催します すべての地域からご参加を！

12月５日（土）18:00開場 於さいたま市桜木公民館和室（シーノ大宮センタープラザ６階）

【報告】①厚生労働省2010年度予算概算要

求等政府の動き②県との話し合いのまと

め

【交流・討議】

①市町村来年度予算や大規模分割、指定管

理者制度などの動きと地域連協・学童保育

としてのとりくみの交流

②「安心こども基金～放課後児童クラブ設

置促進事業費」各地の獲得へのとりくみの

交流

③「埼玉県子育て応援行動計画（後期計画）

案」に対する県民コメント・意見募集への

とりくみ

（２）第９回集中講座・障害児の生活づくり

１回目 12月13日（日） 於けんかつ ／２回目２月14日（日） 於上尾市文化センター

＊集中講座１回目オプショナル企画 「三木裕和先生を囲む交流会」を開催します

12月12日（土）19:00～ 於さいたま市桜木公民館講座室１（シーノ大宮センタープラザ５階）

参加費＝無料 どんなでも参加できます。

（３）第31回実践交流会 ２月28日（日） 於嵐山・国立女性教育会館

＊実践交流会プレ学習会パート２「実践レポート公開模擬討論」

１月13日（水）9:20～ 於浦和コミュニティセンター


